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序

言一
般
に
所
謂
「
朱
子
卦
愛
」
と
稲
せ
ら
れ
る
も
の
に
は
三
種
類
あ
る
。

①
 

一
は
「
易
本
義
」
（
以
下
、
輩
に
「
本
義
」
と
の
み
略
記
す
る
）
中
に
見

ら
れ
る
解
鰹
の
た
め
の
「
卦
愛
説
」
十
九
條
で
あ
り
、
二
は
同
じ
く
「
本

義
」
の
篇
首
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
の
卦
の
成
立
を
説
明
す
る
た
め
の
「
卦
愛

圏
」
で
あ
り
、
三
は
「
易
學
啓
蒙
」
『
考
愛
占
第
四
』
の
末
尾
に
付
さ
れ

た
筵
占
の
た
め
の
卦
愛
圏
と
し
て
の
「
三
十
二
圏
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

そ
の
う
ち
、
象
偲
の
説
明
、
延
い
て
は
純
文
の
解
繹
に
不
可
鋏
な
要
素
と

し
て
の
の
み
に
限
定
す
る
。

註

卦
菱
説

序一
卦
愛
説
十
九
條
の
論
理
と
意
義

二
卦
愛
説
の
性
格

結

語

朱
子
卦
麦
説
に

つ
い
て

さ
て
本
稿
の
目
的
は
、
こ
の
の
論
理
と
意
義
な
ら
び
に
性
格
の
要
貼

を
輿
う
限
り
簡
明
に
示
す
こ
と
に
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
を
出
痰
勘
と
し
て
、

ひ
き
つ
づ
き
そ
の
由
来
、
は
た
ま
た
二
の
構
成
と
組
織
な
ら
び
に
由
来
を

も
延
長
的
に
別
稿
に
お
い
て
考
察
す
る
豫
定
で
あ
る
。
従
っ
て
本
稿
を
そ

れ
ら
す
べ
て
の
基
礎
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
き
た
い
。
な
お
、
本
稿
中
、

R
 

時
と
し
て
引
用
す
る
「
相
生
闘
」
と
は
、
前
稿
の
「
『
李
岡
』
孜
」
で
詳

述
し
た
李
挺
之
「
六
十
四
卦
相
生
闘
」
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
卦
菱
説
を
述
べ
る
に
際
し
、
そ
の

要
貼
を
「
本
義
」
よ
り
抜
幸
し
て
各
卦
の
冒
頭
に
掲
げ
る
も
の
の
、
卦
愛

説
展
開
の
基
礎
と
な
っ
た
卦
辟
ま
た
は
象
偲
の
こ
と
ば
は
必
要
部
分
の
引

用
の
み
に
と
ど
め
る
こ
と
と
し
た
。

卦
愛
説
十
九
條
の
論
理
と
意
義

1

訟
ー
―
―
丑

0

九
二
中
質
、
上
元
應
典
、
又
為
加
憂
。
且
於
卦
愛
、
自
遮
而
来
、
為

剛
来
居
二
、
而
常
下
卦
之
中
、
有
有
学
而
見
窒
、
能
憚
而
得
中
之
象
。

花

崎

隆

一

郎

(20) 
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゜

（
本
義
）

（
本
義
）

朱
子
は
訟
を
、
遼
ー
―
―
―
i
m
m

の
九
三
が
二
の
位
に
降
り
来
っ
た
も
の
と

考
え
る
。
そ
の
結
果
、
下
卦
故
m
m
-
5

の
中
位
を
占
め
、
学
有
る
中
質
の

卦
象
と
な
る
。
然
る
に
九
二
に
は
應
交
が
な
い
。
こ
れ
即
ち
、
卦
辟
に

所
謂
「
学
有
り
て
窒
が
る
」
の
意
で
あ
る
。
次
に
、
下
卦
炊
を
「
加
憂
」

と
す
る
こ
と
は
説
卦
偲
（
「
本
義
」
分
章
第
十
一
章
）
に
説
く
と
こ
ろ

で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
要
す
る
に
、
こ
の
「
学
有
り
て
窒
が
る
」
訟
卦
も
、
「
加

憂
」
、
即
ち
「
楊
れ
て
」
（
卦
辟
）
、
降
り
来
っ
て
中
位
を
得
た
九
二

の
如
き
「
中
の
道
を
守
れ
ば
吉
と
な
る
」
（
卦
辟
）
こ
と
を
説
く
の
で

あ
る
。

2

泰

ヰ
IHI

―――

0

自
蹄
妹
来
、
則
六
往
居
四
、
九
来
居
三
也
。
占
者
有
陽
剛
之
徳
、
則

吉
而
亨
突
。
（
本
義
）

泰
は
、
蹄
妹
9
1
-
i

―
ー
の
六
三
と
九
四
と
の
交
位
の
交
換
に
よ
り
得
ら

れ
た
卦
で
あ
る
、
と
考
え
る
の
が
「
本
義
」
の
論
理
で
あ
る
。
精
し
く

い
え
ば
、
蹄
妹
の
柔
交
（
六
三
）
即
ち
「
小
」
が
上
位
に
上
り
往
き
、

剛
交
（
九
四
）
即
ち
「
大
」
が
下
位
に
下
り
来
っ
て
泰
卦
と
な
る
、
と

解
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
即
ち
卦
辟
に
所
謂
「
小
往
き
大
来
る
」
で
あ

り
、
斯
様
に
し
て
成
立
し
た
泰
卦
を
筵
占
得
卦
し
た
際
、
そ
の
者
に
陽

剛
の
徳
有
れ
ば
、
「
吉
に
し
て
亨
る
」
（
卦
辟
）
の
で
あ
る
。

3

否
ー
―
―
皿

自
漸
卦
而
来
、
則
九
往
居
四
、
六
来
居
三
也
。

e
 

否
は
泰
の
反
卦
で
あ
り
封
卦
で
あ
る
。
従
っ
て
以
下
の
如
く
す
べ
て

反
封
の
論
理
と
意
義
と
を
以
て
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

否
は
、
漸
ー
―
i
-
i
T

の
九
三
と
六
四
と
の
交
位
の
交
換
に
よ
り
得
ら
れ

た
卦
で
あ
る
。
即
ち
漸
の
剛
交
（
九
三
、
「
大
」
）
が
上
位
に
上
り
往

き
、
柔
交
（
六
四
、
「
小
」
）
が
下
位
に
下
り
来
て
否
卦
と
な
る
。
こ

れ
即
ち
、
卦
辟
に
所
謂
「
大
往
き
小
来
る
」
で
あ
り
、
「
君
子
の
貞
し

き
に
利
し
か
ら
ざ
る
」
（
卦
辟
）
理
由
で
あ
る
。

4

随

臼
H

一

0

以
卦
褻
言
之
、
本
自
困
卦
九
束
居
初
。
又
自
嘆
喧
九
来
居
五
。
而
自

未
演
来
者
、
兼
此
二
菱
°
皆
剛
来
随
柔
之
義
。
（
本
義
）

卦
辟
の
「
元
い
に
亨
る
」
の
は
、
彼
此
相
従
い
て
通
じ
易
い
が
た
め

で
お
る
こ
と
を
次
の
三
卦
の
交
位
の
交
換
に
よ
り
説
く
。

A

困
InI

――
i
-

吹
ツ
初
六
と
九
二
、

B

嘆
喧
一
i
-
i
i

一
の
六
五
と
上
九
、

c
未
演
一
i
-
i
-
1

の
初
六
と
九
二
、
な
ら
び
に
六
五
と
上
九
、

斯
様
に
剛
交
の
下
に
あ
っ
た
柔
交
と
の
逆
膊
を
示
す
交
愛
は
、
随

卦
の
顔
意
た
る
「
剛
の
柔
に
従
う
」
こ
と
を
鮮
明
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

た
だ
留
意
す
べ
き
は
、
正
し
い
「
随
柔
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
正
道

を
守
っ
た
「
随
柔
」
で
あ
っ
て
初
め
て
「
咎
な
し
」
（
卦
辟
）
で
あ
る
、

と
警
告
す
る
。5

盛

一
H
ー―
i

〇
或
日
、
剛
上
柔
下
、
謂
卦
愛
。
自
賀
来
者
、
初
上
二
下
。
自
井
来
者
、

五
上
上
下
。
自
既
演
来
者
、
兼
之
。
（
本
義
）

盛
は
随
の
反
卦
で
あ
る
こ
と
、
既
出
の
泰
・
否
の
開
係
と
同
じ
で
あ

(21) 
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る
。
従
っ
て
こ
れ
ま
た
反
到
の
論
理
と
意
義
と
を
以
て
次
の
如
く
理
解

す
る
。

A

貴
一
i
~
-
i
一
の
初
九
と
六
二
、

B

井
~
―i―
―Tの
九
五
と
上
六
、

c
既
演
皿
四
の
初
九
と
六
二
、
な
ら
び
に
九
五
と
上
六
、
そ
れ

ぞ
れ
の
交
位
の
交
換
に
よ
る
。

斯
様
に
し
て
得
ら
れ
た
歴
は
陽
卦
の
艮
剛
が
上
に
居
り
、
陰
卦
の
巽

柔
が
下
に
居
っ
て
、
上
下
交
わ
ら
ざ
る
壊
風
の
卦
で
あ
り
、
従
っ
て

「
元
い
に
亨
り
て
、
大
川
を
渉
る
に
利
し
い
」
（
卦
辟
）
の
で
あ
る
。

6

啜
喧
一
i-
ヰ
-

0

本
自
益
卦
六
四
之
柔
上
行
、
以
至
於
五
、
而
得
其
中
。
（
本
義
）

象
側
の
「
柔
得
中
而
上
行
」
を
説
か
ん
が
た
め
の
論
理
と
し
て
、

益
ー
ー
i
H
一
の
六
四
と
九
五
と
の
交
位
の
交
換
を
以
て
す
る
。
而
し
て
こ

の
嘆
喧
卦
は
柔
交
に
し
て
陽
位
に
居
る
（
六
五
）
と
は
い
え
、
治
獄
の

道
た
る
威
と
明
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
中
を
得
る
を
貴
ぶ
卦
整
と

な
る
。
而
し
て
卦
辟
に
い
う
「
獄
を
用
う
る
に
利
し
く
」
、
は
じ
め
て

「
亨
る
」
こ
と
と
な
る
。

7

賞

一
9
i
-
i
-

〇
卦
自
損
来
者
、
柔
自
三
来
而
文
二
、
剛
自
二
上
而
文
三
。
自
既
演
而

来
者
、
柔
自
上
来
而
文
五
、
剛
自
五
上
而
文
上
。
（
本
義
）

貴
は
嘆
嘩
の
反
卦
で
は
あ
る
が
封
卦
で
は
な
い
。
従
っ
て
反
卦
損
を

以
て
説
く
。
然
る
に
朱
子
は
更
に
既
済
を
以
て
し
て
も
説
こ
う
と
す
る
。

A

損
一
芸
i-
一
の
九
二
と
六
三
、

B

既
演
の
九
五
と
上
六
‘

そ
れ
ぞ
れ
の
交
位
の
交
換
に
よ
る
。

而
し
て
右
の
論
理
よ
り
齋
ら
さ
れ
る
意
義
は
卦
徳
を
以
て
説
く
次
の

こ
と
ば
に
よ
る
の
が
理
解
に
便
で
あ
る
。

占
者
以
其
柔
来
文
剛
、
陽
得
陰
助
、
而
離
明
於
内
、
故
為
亨
。
以
其

剛
上
文
柔
、
而
艮
止
於
外
、
故
小
利
有
彼
往
o

（
本
義
）

即
ち
、
右
の
こ
と
ば
の
傍
線
部

eは
象
偲
の
「
柔
来
り
て
剛
を
文
る
」

の
解
説
で
あ
っ
て
、
損
卦
で
以
て
説
か
れ
得
る
も
の
で
あ
り
、
傍
線
部
◎

は
同
じ
く
象
偲
の
「
剛
を
分
ち
て
上
っ
て
柔
を
文
る
」
の
解
説
で
あ
っ
て
、

既
演
卦
で
以
て
説
か
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
損
卦
六
三
の

柔
交
が
下
り
来
り
九
二
の
剛
交
を
飾
っ
て
「
離
明
」
と
な
る
が
故
に
「
亨

る
」
（
卦
辟
）
の
で
あ
り
、
既
演
卦
の
九
五
が
上
り
往
き
上
六
の
柔
交
を

飾
っ
て
「
艮
止
」
と
な
る
が
故
に
「
小
し
く
往
く
と
こ
ろ
あ
る
に
利
し
い
」

（
卦
辟
）
の
で
あ
る
。

8

元
妄
ー
―
―
H
一

〇
為
卦
自
訟
而
愛
°
九
自
二
来
、
而
居
於
初
°
又
為
震
主
。
動
而
不
妄

者
也
°
故
為
元
妄
。
（
本
義
）

象
他
に
云
う
「
剛
外
よ
り
来
り
て
内
に
主
た
り
。
動
い
て
健
や
か
に
、

剛
中
に
し
て
應
ず
」
を
、
訟
ー
―
―
i
-
J
H
I

の
初
六
と
九
二
と
の
交
位
の
交
換

を
以
て
説
く
。
即
ち
、
訟
の
九
二
が
初
の
位
に
降
り
来
っ
て
下
卦
震
ヰ

の
主
交
た
る
初
九
と
な
る
。
下
卦
震
は
「
動
」
で
あ
り
、
剛
交
の
初
位

（
陽
位
）
に
居
る
は
「
正
」
で
あ
る
。
冒
頭
の
「
本
義
」
に
云
う
「
動

い
て
妄
な
ら
ざ
る
も
の
」
と
は
こ
の
謂
で
あ
る
。
次
に
上
卦
乾
ー
ー
ー
は

「
健
」
で
あ
る
。
而
し
て
大
成
卦
元
妄
の
九
五
は
正
に
位
に
営
た
り
、

六
二
の
柔
交
と
相
應
じ
て
い
る
。
か
か
る
象
他
の
解
説
よ
り
「
元
妄
は

(22) 
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元
い
に
亨
る
、
貞
し
き
に
利
し
」
の
卦
辟
を
導
き
だ
す
の
で
あ
る
。

9

大
畜
一
i
m
m

―――

0

以
卦
愛
言
、
此
卦
自
需
而
来
。
九
自
五
而
上
。
（
本
義
）

大
畜
は
元
妄
の
反
卦
で
あ
る
。
従
っ
て
訟
の
反
卦
需
i
-
i

―
―
―
の
九
五

と
上
六
と
の
交
位
の
交
換
に
よ
り
説
く
。
即
ち
、
需
の
九
五
（
剛
）
が

上
の
位
に
上
り
往
く
こ
と
を
以
て
象
偲
の
「
剛
上
る
」
を
説
き
、
上
六

（
柔
）
が
五
の
位
に
降
り
来
っ
て
大
畜
の
六
五
と
な
り
、
上
九
を
上
に

戴
く
卦
髄
を
以
て
象
側
の
「
賢
を
尚
ぶ
」
を
説
く
の
で
あ
る
。
而
し
て

大
畜
の
卦
徳
た
る
や
、
下
卦
の
猛
進
上
昇
せ
ん
と
す
る
「
健
」
（
乾
）

を
上
卦
を
以
て
よ
く
「
止
め
る
」
（
艮
）
義
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
卦

腔
と
卦
徳
と
を
観
察
す
る
に
、
正
に
「
大
正
」
（
象
他
）
と
稲
す
る
に

足
る
姿
で
あ
り
、
従
っ
て
「
貞
し
き
に
利
し
い
」
（
卦
辟
）
の
で
あ
る
。

10

咸

i

―――ー
i

〇
或
以
卦
愛
言
柔
上
剛
下
之
義
、
曰
咸
自
旅
来
。
柔
上
居
六
、
剛
下
居

五
也
。
亦
通
。
（
本
義
）

象
偲
の
「
柔
上
而
剛
下
」
を
「
柔
上
り
て
剛
下
る
」
と
訓
じ
、

旅
一
i

―
―
ヰ
の
六
五
と
上
九
と
の
交
位
の
交
換
を
以
て
成
卦
の
論
理
と
す

る
。
即
ち
、
旅
の
柔
（
交
）
が
上
り
剛
（
交
）
が
下
る
の
で
あ
る
。
而

し
て
陰
陽
の
二
氣
が
感
應
し
、
相
と
も
に
和
合
す
る
。
更
に
咸
を
小
成

卦
に
分
か
て
ば
「
止
ま
り
て
説
ぶ
」
（
象
側
）
徳
を
、
又
、
「
男
が
女

に
下
る
」
（
象
側
）
象
を
示
し
て
い
る
。
斯
様
な
理
由
に
よ
っ
て
、
卦

辟
に
お
い
て
「
亨
る
」
の
占
断
が
典
え
ら
れ
、
「
女
を
取
る
に
吉
」
の

判
断
が
付
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

11

恒
ヰ
ー
―
―
i

〇
或
以
卦
菱
言
剛
上
柔
下
之
義
、
曰
恒
自
豊
来
。
剛
上
居
二
、
柔
下
居

初
也
。
亦
通
。
（
本
義
）

梃
は
咸
の
反
卦
で
あ
る
か
ら
、
旅
の
反
卦
豊
i
i

――
i

一
を
以
て
説
く
。

即
ち
、
象
偲
の
「
剛
上
而
柔
下
」
を
「
剛
上
り
て
柔
下
る
」
と
訓
じ
、

豊
の
初
九
と
六
二
と
の
交
位
の
交
換
を
以
て
成
卦
の
論
理
と
す
る
の
で

あ
る
。
而
し
て
豊
の
剛
（
交
）
が
上
り
柔
（
交
）
が
下
る
こ
と
に
よ
り
、

以
下
の
四
つ
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
な
お
、
「
」
内
は
す
べ
て

象
偲
の
こ
と
ば
で
あ
る
。

イ
陽
剛
の
小
成
卦
が
上
に
あ
り
、
陰
柔
の
小
成
卦
が
下
に
あ
る
卦
髄

と
な
る
。
即
ち
、
震
剛
上
に
あ
り
巽
柔
下
に
あ
る
こ
と
と
な
る

（
「
剛
上
に
し
て
柔
下
な
り
」
）
。

ロ
こ
の
雷
・
風
二
象
の
互
い
に
助
け
合
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
が

恒
の
卦
象
で
あ
る
（
「
雷
風
相
典
す
」
）
。

ハ
そ
の
卦
象
は
ま
た
巽
順
震
動
の
卦
徳
を
示
す
こ
と
で
も
あ
る

（
「
巽
に
し
て
動
く
」
）
。

二
か
つ
大
成
卦
と
し
て
の
恒
の
六
交
は
、
剛
交
と
柔
交
と
が
互
い
に

應
じ
合
っ
て
い
る
（
「
剛
柔
み
な
應
ず
」
）
。

上
記
の
こ
と
は
す
べ
て
「
本
義
」
に
云
う
「
理
の
常
」
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
こ
の
卦
が
「
恒
」
と
稲
せ
ら
れ
、
卦
辟
に
お
い
て
「
亨
る
、
咎
元

し
」
と
占
断
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

1
2
晉
一
i-

丑

其
髪
自
観
而
来
。
為
六
四
之
柔
進
而
上
行
、
以
至
於
五
。

゜

（
本
義
）

(23) 
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観
卦
ー
ー
＇
ヰ
竺
ハ
四
の
柔
交
が
五
の
位
に
「
進
み
て
上
り
行
き
」
（
象

偲
）
晉
と
な
る
。
即
ち
親
の
六
四
と
九
五
と
の
交
位
の
交
換
で
あ
る
。

晉
は
「
進
む
」
の
意
で
あ
り
、
こ
の
論
理
は
そ
の
ま
ま
六
四
の
諸
侯
が

五
の
君
位
に
進
み
至
り
、
そ
の
普
政
を
賞
巻
せ
ら
れ
て
「
馬
を
錫
う
こ

と
蕃
庶
た
り
、
畳
日
に
三
た
び
接
わ
る
」
（
卦
僻
•
象
偲
）
こ
と
を
あ

ら
わ
す
。
更
に
象
偲
に
則
し
て
い
え
ば
、
こ
の
、
日
の
地
上
に
出
で
た

る
卦
象
は
、
明
君
上
に
在
り
萬
物
を
照
愛
す
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

順
従
の
臣
が
明
君
に
付
麗
す
る
を
象
徴
す
る
こ
と
と
も
な
る
。

13

映

一
i
-
i

――

0

以
卦
髪
言
之
、
則
自
離
来
者
、
柔
進
居
―
―
―
。
自
中
学
束
者
、
柔
進
居

五
。
自
家
人
来
者
、
兼
之
。
（
本
義
）

朱
子
は
こ
の
卦
の
卦
愛
を
説
く
の
に
次
の
三
種
の
論
理
を
以
て
す
る
。

A

離
ー
i

――
mim

一
の
六
二
と
九
三
、

B

中
学
ー
ー
i
i

―
―
の
六
四
と
九
五
、

c
家
人
ー
ー
i
-
i

一
の
六
二
と
九
三
、
な
ら
び
に
六
四
と
九
五
、
そ
れ

ぞ
れ
の
交
位
の
交
換
に
よ
る
。

斯
様
に
し
て
得
ら
れ
た
映
は
、
映
く
時
に
あ
っ
て
「
説
ん
で
明
に
麗

き
」
（
象
偲
）
、
「
小
事
に
の
み
で
は
あ
れ
吉
を
齋
ら
す
」
（
象
偲
）

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
右
に
示
さ
れ
た
如
く
、
柔
交
が
上
の
剛
交
の
位
に

上
り
行
き
、
そ
の
結
果
、
六
五
の
柔
交
が
中
を
得
て
九
二
の
剛
交
に
應

ず
る
卦
腔
と
な
る
が
た
め
で
あ
る
。

14

塞

i
-
i
-

迂

〇
卦
自
小
過
而
来
、
陽
進
則
往
居
五
而
得
中
、
退
則
入
於
艮
而
不
進
。

故
其
占
日
利
西
南
、
不
利
東
北
。
（
本
義
）

継
は
映
の
到
卦
で
あ
る
。
従
っ
て
前
條
映
の
由
来
す
る
三
卦
の
う
ち

中
学
の
封
卦
小
過
ヰ
―
―
芸
を
以
て
説
く
。
即
ち
、
小
過
の
九
四
と
六
五

と
の
交
位
の
交
換
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
而
し
て
そ
の
意
義
を
象
側
に

則
し
て
記
せ
ば
次
の
二
貼
に
要
約
さ
れ
る
。

イ
小
過
の
九
四
は
進
み
上
り
往
っ
て
こ
そ
菱
の
上
卦
の
中
位
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
も
し
退
き
下
り
来
っ
た
際
に
は
下
卦
艮
に
入
り

ま
す
ま
す
進
め
な
く
な
る
。
従
っ
て
「
西
南
に
利
し
く
、
東
北
に
利

④
 

し
か
ら
ず
」
（
卦
辟
）
の
占
断
と
な
る
。

ロ
幸
い
に
し
て
小
過
の
九
四
よ
り
進
ん
で
継
の
九
五
と
な
っ
た
剛
交

は
中
位
を
得
て
大
人
の
象
が
あ
る
。
而
し
て
こ
の
卦
は
六
二
以
上
の

五
交
の
正
位
を
得
た
貞
し
さ
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
九
五
の
大
人
の

助
力
を
蒙
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
継
難
の
時
に
嘗
た
り
、
貞
し

さ
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
吉
を
得
、
邦
を
正
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。

1
5
解
芸
一
i
-
•

〇
其
卦
自
升
来
、
三
往
居
四
、
入
於
坤
憫
。
二
居
其
所
、
而
又
得
中
。

故
利
於
西
南
平
易
之
地
。
（
本
義
）

解
は
塞
の
反
卦
で
あ
る
が
た
め
に
小
過
の
反
卦
を
以
て
説
く
べ
き
で

あ
る
が
、
小
過
の
反
卦
は
こ
れ
ま
た
小
過
で
あ
る
。
而
し
て
朱
子
は
升

，＂i
-

ーi

の
九
三
と
六
四
と
の
交
位
の
交
換
を
以
て
説
く
。
即
ち
、
升
の

九
三
が
九
四
に
上
り
往
っ
て
源
の
坤
證
に
入
り
こ
み
、
ま
た
九
二
が
中

位
を
得
て
い
る
が
た
め
に
「
西
南
に
利
し
」
（
卦
辟
）
い
の
で
あ
る
。

坤
は
ま
た
「
衆
」
を
象
徴
す
る
。
従
っ
て
西
南
平
易
の
地
に
利
し
く
、

か
つ
速
や
か
に
往
く
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
地
の
「
衆
を
得
る
」
（
象
偲
）

(24) 
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゜ と
い
う
吉
な
る
結
果
を
牧
め
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
升
の
九
二
が
元
の

ま
ま
の
位
に
と
ど
ま
り
解
の
九
二
と
し
て
中
位
を
得
て
い
る
が
た
め
で

あ
る
。

16

升

ヰ
9

――
i

〇
卦
自
解
来
、
柔
上
居
四
。
内
巽
外
順
、
九
二
剛
中
而
五
應
之
。
是
以

其
占
如
此
。
（
本
義
）

升
は
既
出
の
卦
で
い
え
ば
元
妄
の
到
卦
で
あ
る
か
ら
既
述
の
論
理
に

従
え
ば
訟
の
到
卦
明
夷
を
以
て
説
く
べ
き
で
あ
る
。
然
る
に
朱
子
は
前

條
解
芸
一

i-
六
の
六
三
と
九
四
と
の
交
位
の
交
換
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。

即
ち
、
解
の
柔
交
六
三
が
時
宜
を
得
て
九
四
の
剛
交
の
位
に
進
み
上
り

「
内
巽
外
順
」
（
本
義
）
の
升
の
卦
徳
と
な
り
、
中
位
を
得
た
九
二
と

六
五
と
が
相
應
ず
る
卦
腔
を
形
成
す
る
。
而
し
て
六
五
の
大
人
の
應
援

を
蒙
る
の
で
あ
る
か
ら
、
卦
名
の
如
く
何
の
懸
念
も
な
く
進
み
上
り
つ

づ
け
積
極
的
に
前
進
し
て
吉
な
る
結
果
を
得
る
。

17

鼎

一
i

―――
i

〇
卦
自
巽
来
、
陰
進
居
五
、
而
下
應
九
二
之
陽
。
故
其
占
日
元
亨
°

（
本
義
）鼎

は
巽
ー
ー
i

――
T

の
六
四
と
九
五
と
の
交
位
の
交
換
に
よ
る
。
而
し
て

五
の
中
位
を
得
て
六
五
と
な
っ
た
柔
交
は
、
下
の
九
二
の
剛
交
と
相
應

じ
て
い
る
が
た
め
に
、
鼎
に
は
「
元
い
に
亨
る
」
（
卦
辟
）
と
い
う
占

断
が
典
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

18

漸
ー
ー
i-
ヰ

以
卦
菱
繹
利
貞
之
意
°
蓋
此
卦
之
愛
、
自
漠
而
来
、
九
進
居
三
。
自

旅
而
来
、
九
進
居
五
。
皆
為
得
位
之
正
。
（
本
義
）

卦
名
の
「
漸
」
と
は
「
本
義
」
に
よ
れ
ば
「
漸
進
」
の
こ
と
で
あ
り
、

「
逮
か
に
進
ま
ざ
る
」
の
義
で
あ
る
。
朱
子
は
こ
の
義
を
二
種
の
卦
菱

の
論
理
を
以
て
説
く
。

A

淡
ー
ー
i
i
-
T

の
九
二
と
六
三
、

B

旅
一
i
-

―
芸
の
九
四
と
六
五
、

そ
れ
ぞ
れ
の
交
位
の
交
換
に
よ
る
。

右
の
論
理
は
、
ま
た
「
漸
進
」
が
女
の
嫁
ぐ
の
に
六
證
に
則
っ
て
進

む
が
如
く
正
道
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
象
他
に
則
し
て

説
く
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
不
正
の
位
に
あ
っ
た
淡
の
九
二
と

六
三
、
旅
の
九
四
と
六
五
と
は
交
位
の
交
換
に
よ
り
と
も
に
正
位
を
得

て
然
る
べ
き
卦
髄
と
な
る
。
こ
の
正
し
き
「
漸
進
」
で
あ
っ
て
こ
そ
、

邦
家
を
も
正
し
く
導
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
卦
は
九

五
の
剛
交
が
中
位
を
得
て
お
り
、
更
に
そ
の
九
五
は
六
二
と
正
應
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
正
道
を
守
っ
て
こ
そ
は
じ
め
て
吉
な
る
こ
と
を
一
層

強
調
す
る
の
で
あ
る
。

19

漠
ー
ー
i

丑

〇
其
菱
則
本
自
漸
卦
、
九
来
居
二
而
得
中
、
六
往
居
三
、
得
九
之
位
、

而
上
同
於
四
°
故
其
占
可
亨
。
（
本
義
）

淡
は
漸
ー
―
i
-
i
T

の
六
二
と
九
三
と
の
交
位
の
交
換
に
よ
り
得
ら
れ
た

卦
で
あ
る
。
而
し
て
漠
卦
六
三
の
柔
交
は
上
位
に
居
る
六
四
の
柔
交
と

志
を
同
じ
く
す
る
こ
と
と
な
る
。
換
言
す
れ
ば
漸
卦
九
三
の
剛
交
が
初

の
位
に
下
り
窮
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
淡
卦
九
二
と
し
て
中
位
を

得
る
こ
と
で
も
あ
る
。
象
偲
に
云
う
「
剛
来
り
て
窮
ま
ら
ず
、
柔
位
を

(25) 
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二
卦
麦
説
の
性
格

こ
こ
に
い
う
「
性
格
」
と
は
そ
の
「
特
徴
」
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は

「
特
徴
」
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ず
と
「
性
格
」
に
ま
で
引
伸
で
き

る
も
の
と
考
え
る
が
た
め
で
あ
る
。

思
う
に
周
易
六
十
四
卦
の
う
ち
、
基
本
と
な
る
乾
坤
二
卦
を
除
く
六
十

二
卦
の
卦
菱
説
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
荀
．
虞
以
来
の
卦
褻
を
説
く
者
の

営
然
の
願
望
で
あ
る
。
然
る
に
「
本
義
」
中
の
卦
菱
説
は
輩
に
十
九
卦
の

み
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
然
ら
ば
朱
子
は
何
故
に
十
九
卦
の
み
に
卦
菱
を

説
い
た
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
疑
問
が
お
こ
っ
て
く
る
の
も
自
然
で
あ
る
。

こ
の
疑
問
の
解
答
を
先
に
示
せ
ば
、
そ
れ
は
象
他
に
説
く
「
剛
柔
の
上

下
。
往
来
（
剛
交
と
柔
交
と
の
上
（
升
）
り
下
り
・
往
き
来
）
、
な
ら
び

に
そ
れ
ら
に
類
す
る
こ
と
ば
（
た
と
え
ば
「
進
」
）
」
に
あ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
端
的
に
い
え
ば
、
象
側
の
「
上
下
」
・
「
往
来
」

の
語
は
漢
易
以
来
の
側
統
的
卦
髪
を
基
礎
と
し
て
説
か
ざ
る
を
得
ぬ
、
と

い
う
認
識
が
朱
子
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
認
識
の
も
と
に
論
者
が
試

み
に
そ
れ
ら
の
こ
と
ば
を
象
僻
に
則
し
て
椀
殷
し
た
際
に
は
次
の
よ
う
に

⑤
 

な
る
（
括
弧
内
に
記
し
た
の
は
象
偲
に
説
く
「
上
下
」
・
「
往
来
」
の

こ
と
ば
で
あ
る
）
。0

0

0

 

1

訟
（
剛
来
而
得
中
）
、

2

泰
（
小
往
大
束
）
、

0

0

0

 

（
大
往
小
来
）
、

4

隧
（
剛
来
而
下
柔
）
、

5

3

否゚

（
剛
上
而

外
に
得
て
上
同
す
」
と
は
こ
の
こ
と
で
あ
り
、
さ
れ
ば
こ
そ
「
漢
は
亨

る
」
（
卦
辟
）
の
で
あ
る
。

柔
下
）
、

6

嘆
喧
（
柔
得
中
而
上
行
）
、

7

貨
（
柔
来
而
文

0

0

 

剛
•
分
剛
上
而
文
柔
）
、
8

元
妄
（
剛
自
外
来
而
為
主
於
内
）
、

0

0

0

 

9

大
畜
（
剛
上
而
尚
賢
）
、

10

咸
（
柔
上
而
剛
下
）
、

11
恒

（
剛
上
而
柔
下
）
、

12

晉
（
柔
進
而
上
行
）
、

13

瞑
（
柔
進

゜

而
上
行
）
、

14

簑
（
往
得
中
）
、

15

解
（
往
得
衆
）
、

16

升
（
柔
以
時
升
）
、

17

鼎
（
柔
進
而
上
行
）
、

18

漸
（
進
得

゜

位
・
進
以
正
）
、

19

漢
（
剛
来
而
不
窮
）
、

而
し
て
「
本
義
」
は
右
の
十
九
卦
の
象
偲
の
こ
と
ば
に
則
し
て
逐
條
的

に
由
来
す
る
卦
を
示
し
、
交
の
「
上
下
往
来
」
、
即
ち
「
交
愛
」
に
よ
っ

て
一
卦
の
意
義
を
説
く
資
の
一
端
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
れ

R
 

を
か
り
に
「
相
生
闘
」
の
呼
稲
に
従
え
ば
、

四
陰
の
卦
四
卦
（
晉
．
賽
・
解
・
升
）
、
四
陽
の
卦
五
卦
（
訟
。

元
妄
•
大
畜
．
朕
゜
鼎
）
、
三
陰
の
卦
四
卦
（
泰
。
盤
・
貴
•
恒
）
、

三
陽
の
卦
六
卦
（
否
・
随
．
啜
喧
•
咸
．
漸
・
淡
）

に
の
み
卦
髪
説
を
立
て
る
と
い
う
不
均
齊
な
る
卦
の
分
布
と
な
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

然
ら
ば
次
に
右
に
い
う
朱
子
卦
菱
説
に
お
け
る
「
交
褻
」
の
方
法
が
問

わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ま
た
そ
の
解
答
を
先
に
示
せ
ば
、
「
相
隣
す

る
柔
（
剛
）
交
と
剛
（
柔
）
交
と
の
交
位
の
交
換
に
よ
る
」
も
の
と
い
え

る。
蓋
し
荀
．
虞
以
来
、
卦
焚
の
定
法
と
し
て
の
「
往
来
」
と
は
、
下
卦
よ

り
上
卦
へ
升
り
往
く
に
「
往
」
と
い
い
、
上
卦
よ
り
下
卦
へ
降
り
来
る
に

「
来
」
と
稲
す
る
の
が
基
本
で
あ
り
、
そ
れ
は
特
に
三
陰
の
卦
•
三
陽
の

(26) 
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卦
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
小
成
卦
と
し
て
の
上
卦
と

下
卦
と
の
峻
別
で
あ
っ
た
。
然
る
に
朱
子
は
斯
様
な
峻
別
を
無
視
し
て
、

上
卦
•
下
卦
を
問
わ
ず
す
べ
て
上
交
と
下
交
と
の
関
連
に
お
い
て
「
往
」

⑦
 

と
い
い
、
「
来
」
と
稲
す
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
そ
の
卦
菱
説
は
窮
極
的

に
は
、
「
卦
菱
」
は
「
大
成
卦
全
髄
の
中
で
の
『
交
愛
』
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
る
」
と
の
認
識
の
も
と
に
立
説
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
而
し
て

そ
の
細
部
は
文
末
の
一
覧
表
に
詳
ら
か
で
あ
る
が
、
朱
子
卦
菱
説
十
九
條

の
う
ち
上
卦
と
下
卦
と
の
交
菱
に
よ
る
泰
・
否
・
解
・
升
四
卦
以
外
の
十

五
卦
の
成
立
が
、
す
べ
て
上
卦
又
は
下
卦
の
み
で
の
交
愛
に
よ
っ
て
い
る

こ
と
を
見
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
自
ず
と
明
白
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
に
付
言
す
べ
き
は
、
象
偲
に
所
謂
「
内
」
・
「
外
」
の
語

を
も
「
内
卦
」
・
「
外
卦
」
と
せ
ず
に
「
内
交
」
・
「
外
交
」
の
意
と
解

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
既
述
の
元
妄
の
象
偲
に
云
う
「
剛
外

よ
り
来
り
て
内
に
主
た
り
」
を
訟
の
初
六
（
内
交
）
と
九
二
（
外
交
）
と

の
交
愛
に
よ
り
説
く
が
如
き
は
そ
れ
で
あ
る
。
一
般
に
元
妄
は
遮
の
上
九

R
 

（
外
卦
）
が
初
（
内
卦
）
に
来
り
内
卦
震
の
主
交
と
な
る
（
「
周
易
集
解
」

虞
翻
．
蜀
才
説
）
、
或
い
は
反
卦
大
畜
の
外
卦
上
九
が
内
卦
初
九
、
即
ち

震
の
主
交
と
な
る
（
朱
震
説
）
、
と
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
説
く
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
ら
と
比
し
て
多
分
に
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
。

朱
子
の
斯
様
な
認
識
と
方
法
は
、
泰
・
否
二
卦
を
蹄
妹
・
漸
二
卦
の
一
―
―

四
の
交
菱
に
よ
り
説
く
こ
と
に
お
い
て
特
に
著
し
い
。
泰
・
否
二
卦
が
十

二
消
息
卦
の
う
ち
正
月
と
七
月
と
に
あ
た
り
、
卦
辟
に
所
謂
「
小
往
き
大

来
る
」
と
「
大
往
き
小
来
る
」
の
「
小
」
と
は
「
陰
」
を
謂
い
「
大
」
と

は
「
陽
」
を
謂
う
こ
と
は
、
「
本
義
」
に
も
云
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
又
、

「
本
義
」
で
は
泰
に
「
坤
往
き
て
外
に
居
り
、
乾
来
り
て
内
に
居
る
」
と

し
、
否
に
「
乾
往
き
て
外
に
居
り
、
坤
来
り
て
内
に
居
る
」
と
し
て
卦
腔

を
以
て
内
外
を
論
じ
、
泰
の
否
に
よ
り
否
の
泰
に
よ
る
「
往
来
」
を
説
い

て
い
る
。
然
ら
ば
根
源
的
に
は
、
泰
の
坤
に
よ
り
否
の
乾
に
よ
る
こ
と
自

明
で
あ
る
。
蓋
し
、
朱
子
の
説
く
こ
の
卦
棚
の
往
来
は
、
荀
．
虞
以
来
の

所
謂
他
統
的
卦
菱
説
の
中
で
「
卦
髪
」
と
し
て
取
り
扱
う
と
こ
ろ
の
典
型

で
あ
る
。
然
る
に
通
説
で
は
す
べ
て
こ
れ
を
朱
子
卦
菱
説
の
中
に
入
れ
ず
、

上
述
の
如
く
卦
慨
の
往
来
と
し
て
考
え
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
察
す
る

と
こ
ろ
、
通
説
は
大
成
卦
全
髄
の
中
で
の
相
隣
す
る
位
の
交
愛
を
以
て
卦

愛
な
り
と
す
る
朱
子
卦
愛
説
の
枠
内
に
入
れ
ぬ
を
賢
明
と
し
た
の
で
あ
ろ

⑤
 

ぅ
。
た
だ
明
儒
董
守
諭
が
そ
の
著
「
卦
愛
考
暑
」
の
泰
卦
の
條
に
お
い
て
、

こ
の
卦
慨
の
往
来
を
ば
朱
子
卦
菱
説
と
し
て
積
極
的
に
取
り
あ
げ
て
い
る

の
は
、
そ
の
受
容
態
度
の
上
で
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
而
し
て

彼
は
蹄
妹
の
泰
に
菱
ず
る
こ
と
に
つ
い
て
は
存
疑
と
し
つ
つ
も
一
應
の
理

解
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
今
そ
の
要
貼
を
左
に
示
し
、
こ
れ
に
よ
っ

て
反
卦
否
の
卦
骰
の
往
来
と
漸
の
否
に
菱
ず
る
こ
と
に
つ
い
て
も
同
様
の

R
 

理
解
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
類
推
し
て
お
く
。

論
曰
、
雑
卦
日
、
否
・
泰
反
其
類
也
°
此
明
疏
也
。
朱
子
坤
往
乾
来

0

0

 

.

.

 

之
襲
嘗
突
。
及
考
漢
儒
解
蹄
妹
曰
、
泰
三
之
四
、
是
泰
斐
蹄
妹
、
非
蹄

0

0

 

.

.

 

0

0

 

妹
菱
泰
也
、
似
不
可
以
無
辮
。

最
後
に
右
の
所
論
を
徹
底
さ
せ
る
が
た
め
に
、
そ
の
論
理
と
意
義
と
の

闊
連
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
（
文
末
の
表
参
照
）
。

(27) 
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思
う
に
朱
子
の
交
愛
の
論
理
を
以
て
す
れ
ば
、
十
九
條
の
そ
れ
ぞ
れ
に

朱
子
の
欅
げ
る
由
来
す
る
卦
以
外
に
も
な
お
多
く
の
由
来
す
る
卦
を
想
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
論
者
が
そ
の
卦
を
想
定
し
た
際
に
は
、
賀
の
八
卦
、

嘆
喧
．
塞
の
各
七
卦
を
始
め
と
し
て
都
合
八
十
四
卦
を
欅
げ
得
る
の
で
あ

⑪
 

る
。
そ
の
う
ち
朱
子
の
欅
げ
る
二
十
七
卦
を
除
い
て
も
他
に
五
十
七
卦
が

存
在
す
る
こ
と
と
な
る
。
然
ら
ば
朱
子
は
何
故
に
そ
の
五
十
七
卦
を
排
し

て
二
十
七
卦
に
限
定
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
お
こ
る
。
こ
の
疑
問
は
想

定
さ
れ
た
八
十
四
卦
の
す
べ
て
を
象
側
に
説
く
「
上
下
・
往
来
」
か
ら
齋

ら
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
意
義
と
照
合
瞼
敷
す
る
こ
と
に
よ
り
一
應
氷
解
す
る
。

而
し
て
論
者
が
そ
の
作
業
を
し
た
結
果
、
黄
・
漸
二
卦
を
除
い
て
朱
子
の

欅
げ
る
卦
以
外
に
そ
の
由
来
す
る
卦
を
見
出
す
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
由
来
す
る
卦
を
困
．
啜
嘩
•
未
演
の
三
卦
に
求
め
る
随
で
は
、

論
理
上
そ
の
外
に
既
済
•
井
・
貴
の
三
卦
を
も
想
定
し
得
る
の
で
あ
る
が
、

象
健
の
「
剛
来
り
て
柔
に
下
る
」
の
文
と
照
合
し
た
際
に
は
全
く
一
致
し

な
い
。た

だ
こ
こ
に
問
題
と
な
る
の
は
前
記
の
貿
．
漸
の
二
卦
で
あ
る
。
貿
の

損
•
既
演
に
由
来
し
、
漸
の
漠
•
旅
に
由
来
す
る
こ
と
は
朱
子
の
説
く
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
貴
で
は
盛
・
啜
喧
•
未
演
・
節
•
井
・

随
の
六
卦
、
漸
で
は
否
・
未
済
の
二
卦
を
交
愛
の
論
理
に
よ
り
想
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
而
し
て
そ
の
う
ち
、
賀
で
は
損
。
既
済
二
卦
の
愛
を
兼

ね
た
節
、
漸
で
は
漠
•
旅
二
卦
の
愛
を
兼
ね
た
未
演
に
も
象
偲
の
こ
と
ば

を
照
應
さ
せ
得
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
表
示
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

(28) 
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論
者
の
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
右
の
岡
の
如
き
指
摘
す
る
も
の
を
見

な
い
。
も
し
こ
の
拙
考
に
誤
り
な
し
と
す
れ
ば
、
朱
子
卦
褻
説
十
九
條

は
節
•
未
演
二
卦
を
加
え
て
二
十
九
卦
に
由
来
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ

の
貼
、
或
い
は
朱
子
の
後
學
に
典
え
た
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
又
、

「
蓋
し
（
卦
愛
は
）
易
中
の
一
義
に
し
て
、
甕
卦
作
易
の
本
指
に
あ
ら

ざ
る
な
り
」
（
「
本
義
」
卦
褻
闘
序
）
と
卦
愛
に
よ
る
糎
艇
の
解
繹
を

第
二
義
的
な
も
の
と
断
じ
、
深
く
追
究
す
る
こ
と
を
避
け
た
朱
子
の
本

意
が
は
し
な
く
も
こ
の
関
漏
を
齋
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
論
者
が
先
に
二
十
七
卦
を
由
来
と
す
る
こ
と
を
「
一
應
氷
解
す
る
」

と
記
し
た
「
一
應
」
の
意
は
こ
こ
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て

⑫
 

は
な
お
大
方
の
ご
教
示
を
仰
ぎ
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

結

語序
言
に
も
記
し
た
如
く
本
稿
を
以
て
「
朱
子
卦
菱
」
考
察
の
基
礎
と
し

た
い
°
朱
子
卦
髪
説
を
以
て
遷
就
自
在
に
し
て
信
を
置
く
能
わ
ず
、
「
朱

子
自
ら
の
卦
菱
（
朱
子
の
主
観
に
よ
る
卦
褻
説
）
」
な
り
、
と
貶
す
る
の

は
黄
宗
義
「
易
學
象
敷
論
」
で
あ
る
が
、
な
る
ほ
ど
そ
の
卦
菱
説
は
歴
史

的
に
み
て
焚
貌
し
て
い
る
と
は
い
え
、
や
は
り
荀
．
虞
以
来
の
偲
統
的
卦

菱
説
の
枠
内
に
お
い
て
論
ぜ
ら
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で

は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
意
を
充
分
に
は
盛
く
し
得
な
か
っ
た
が
、
そ
の

卦
愛
説
の
由
来
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
逐
次
明
白
に
な
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
今
は
別
稿
へ
の
橋
渡
し
の
こ
と
ば
を
以
て
結
語
と
す
る
。

〔
補
記
〕
筆
者
は
、
現
在
、
加
療
中
の
た
め
、
当
研
究
室
が
校
正
等
を
行
な
っ
た
。
も
し
誤
植
そ
の
他
の
思
わ
ぬ
過
誤
が
あ
る
と
き
、

そ
の
責
任
は
筆
者
で
は
な
く
て
、
当
研
究
室
に
あ
る
。

(29) 
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居
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居
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柔
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三
°

柔
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居
五
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|
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居
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一

兼
之
（
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得
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則
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艮
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進
°

三
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於

坤
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二

居

其

所
‘
而
又
得
中
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削

中
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五
應
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‘
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九
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九
造
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三
。

六
四
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圃
上
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、
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五
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柔
上
居
六
、

剛
下
居
五
°

論

理

り
簡
略
化
し
た
。
又
、
「
上
下
」

検
漿
を
容
易
に
し
た
。
）

「
往
来
」
等
の
語
の
右
に
0
を
付
し
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註①
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
引
用
す
る
「
易
本
義
」
の
文
は
、
す
べ
て
、

中
華
民
國
六
十
年
十
一
月
一
日
、
華
聯
出
版
社
印
行
の
、
影
印
國
子
監

刊
本
、
田
中
炭
太
郎
校
訂
「
周
易
本
義
」
に
依
捩
す
る
。

②
日
本
中
國
學
會
報
第
三
十
八
集
所
牧
。

③
本
稿
で
は
朱
子
再
偲
の
元
の
胡
一
桂
の
説
に
よ
り
「
反
卦
」
と
「
封

卦
」
と
に
厘
分
し
て
稲
す
る
こ
と
と
し
た
。
次
に
そ
の
文
を
掲
げ
る
。

上
紐
、
乾
輿
坤
劉
、
頗
輿
大
過
劉
。
下
鰹
、
中
学
典
小
過
到
。
陰

陽
交
、
各
各
相
到
也
。
何
謂
団
。
如
屯
図
為
蒙
、
既
演
図
為
未
演
、

一
卦
反
為
雨
卦
也
。
到
者
八
卦
、
反
者
二
十
八
卦
、
而
六
十
四
卦
次

序
成
突
。
（
胡
一
桂
「
周
易
啓
蒙
翼
他
」
上
篇
、
文
王
六
十
四
卦
反

封
闘
）

④
こ
の
占
斯
僻
の
方
位
に
つ
い
て
は
疑
い
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

即
ち
、
下
卦
艮
の
「
東
北
の
卦
」
で
あ
る
こ
と
は
説
卦
側
（
「
本
義
」

分
章
第
五
章
）
に
明
示
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
上
卦
炊
の
「
西
南
」

に
つ
い
て
は
説
卦
他
に
徽
し
て
不
明
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
説
卦
他
同

章
に
は
炊
は
「
正
北
方
の
卦
」
と
あ
る
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
「
朱
子
語

で
は
「
褻
例
」
と
し
て
結
局
は
炊
の
由
来
を
坤
に
求
め
る
こ
と
で

解
決
し
て
い
る
。
思
う
に
そ
の
根
捩
は
、
類
推
の
域
を
出
ぬ
も
の
の
漠

上
卦
菱
説
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
朱
霙
は
継
卦
に
至
る

ま
で
の
次
序
を
精
し
く
は
、
臨
B
9
i
i
-

―
↓
明
夷
芸
i
-
I
n
I

一
↓
小
過
臼
ー
H

贔
闘
匠
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
小
過
の
四
五
相
易
に
よ
っ

て
生
ず
る
継
の
九
五
の
源
流
は
臨
の
六
五
で
あ
る
。
従
っ
て
臨
の
上
卦

坤
芸
g

を
以
て
象
俯
を
解
し
卦
辟
を
説
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
考
え
る
の

で
あ
る
。
今
、
そ
の
要
旨
を
左
記
す
る
が
併
せ
て
前
掲
②
の
拙
稿
を
も

参
照
さ
れ
た
い
。

疑
自
臨
来
。
小
過
菱
也
。
九
四
往
之
五
。
小
過
之
五
、
即
臨
之
坤
也
。

坤
西
南
。
（
漠
上
易
側
巻
四
）

⑤
因
み
に
い
え
ば
、
こ
の
認
識
は
後
世
に
ま
で
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
象
偲
に
説
く
「
剛
柔
の
上
下
・
往
来
」
の
受
容
態
度
に
は
學
者
に

よ
っ
て
若
干
の
差
異
が
あ
る
。
た
と
え
ば
「
損
」
「
益
」
「
乗
」
等
の

語
を
も
「
上
下
」
「
往
来
」
と
同
一
視
す
る
こ
と
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

今
、
朱
子
説
と
と
も
に
三
人
の
學
者
の
説
に
つ
い
て
卦
名
の
み
を
以
て

表
示
し
て
お
く

(
O
印
の
卦
に
「
上
下
」
を
説
く
と
考
え
る

の
で
あ
る
）
。

(31) 
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⑥
こ
の
呼
稲
は
ま
た
「
本
義
」
の
篇
首
に
掲
げ
る
「
卦
愛
闘
」
に
椴
承

さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

⑦
こ
の
上
卦
と
下
卦
と
の
峻
別
を
無
視
す
る
朱
子
の
「
往
」
「
来
」
の

受
容
態
度
は
故
な
し
と
し
な
い
。
精
し
く
は
拙
稿
「
虞
翻
の
卦
菱
説
に

つ
い
て
」
（
北
海
道
中
國
哲
學
會
刊
「
中
國
哲
學
」
第
十
三
披
所
牧
）

八
十
五
頁
の
註
③
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑧
逓
の
上
交
が
初
交
に
之
き
順
次
に
升
ら
せ
る
の
で
あ
る
（
右
の
拙
稿

五
十
三
頁
参
照
）
。

⑨
董
守
論
一
五
九
六
ー
一
六
六
四
。
郵
縣
（
今
の
浙
江
省
寧
波
市
付

近
）
の
人
。
字
は
次
公
。
そ
の
著
「
卦
愛
考
暑
」
の
篇
末
に

或
謂
、
菱
乃
易
中
之
一
義
、
非
驚
卦
作
易
之
本
指
。
愚
獨
以
為
、
不

然
、
無
愛
是
無
全
易
也
、
無
慮
下
手
誼
卦
辟
•
象
・
象
・
六
交
也
°

と
あ
る
よ
う
に
、
殊
の
ほ
か
卦
愛
を
力
説
し
た
學
者
で
あ
る
。
他
に

「
誼
易
一
紗
二
紗
」
・
「
易
韻
補
遺
」
等
の
著
が
あ
る
。

⑩
董
氏
の
こ
と
ば
を
否
卦
に
推
及
し
て
頬
推
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ

う。
昇
鬱
亭
知
左
累
如
及
考
漢
儒
解
漸
曰
、
否
三
之
四
、
是
否

愛
漸
、
非
漸
愛
否
也
、

5
和
AJe
応
知
即
゜

思
う
に
、
交
に
即
し
て
剛
柔
を
、
卦
に
即
し
て
陰
陽
を
説
く
の
が
易

他
の
原
義
で
あ
る
（
今
井
宇
三
郎
「
易
側
に
お
け
る
陰
陽
と
剛
柔
」

1

東
京
大
學
出
版
會
疲
行
「
氣
の
思
想
」
所
牧
）
。
然
る
に
「
本
義
」
で

は
、
こ
の
原
義
を
無
視
し
て
交
に
も
陰
陽
を
以
て
稲
す
る
の
で
甚
だ
混

胤
を
招
き
や
す
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
卦
腔
の
往
来
を
以
て
説
く
泰
．

な
お
、
こ
の
ほ
か
に
も
二
種
の
交
愛
を
兼
ね
さ
せ
れ
ば
更
に
次
の
四
種

類
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

然
ら
ば
そ
の
組
み
合
わ
せ
は
都
合
十
一
種
類
と
な
る
。
こ
の
十
一
種

類
を
基
礎
と
し
て
組
み
合
わ
せ
て
ゆ
け
ば
合
計
八
十
四
卦
と
な
る
。
も

五
•
上
一
五
卦
初
・
ニ

と
五
•
上

二
卦

初
・

四
卦

ニ
・
三

五
卦

ニ
・
三

四
•
五
一
卦

三
•
四

四
卦

四
•
五

六
卦

否
二
卦
に
射
す
る
「
坤
往
き
て
乾
来
る
」
・
「
乾
往
き
て
坤
来
る
」
と

い
う
「
本
義
」
の
こ
と
ば
の
「
乾
」
・
「
坤
」
は
、
明
ら
か
に
易
偲
の

原
義
で
あ
る
小
成
卦
と
し
て
の
「
乾
（
陽
）
ー
ー
ー
」
・
「
坤
（
陰
）
ヰ
i

」
を
示
し
て
い
る
。
察
す
る
に
董
氏
は
、
斯
様
な
線
に
沿
っ
て
交
愛

に
よ
る
卦
髪
説
と
は
別
に
、
特
に
積
極
的
に
朱
子
卦
愛
説
と
し
て
取
り

あ
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑪
朱
子
卦
愛
説
十
九
條
の
由
来
す
る
卦
は
二
十
七
卦
で
あ
る
。
而
し
て

二
十
七
卦
の
交
愛
の
組
み
合
わ
せ
を
検
敷
す
れ
ば
次
の
七
種
類
と
な
っ

て
い
る
。

(32) 
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ち
ろ
ん
、
剛
交
と
剛
交
、
柔
交
と
柔
父
と
の
交
菱
は
あ
り
得
な
い
か
ら

こ
れ
を
除
外
す
る
わ
け
で
あ
る
。

⑫
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
追
究
す
る
の
は
黄
宗
義
「
易
學
象
敷
論
」

で
あ
る
が
、
そ
の
所
論
は
徹
底
性
を
訣
い
て
い
る
。
こ
の
貼
、
拙
稿
に

お
い
て
徹
底
さ
せ
得
た
も
の
と
考
え
て
は
い
る
が
な
お
不
備
の
お
そ
れ

あ
る
や
も
知
れ
ぬ
の
で
ご
教
示
を
仰
ぎ
た
い
。
次
に
「
易
學
象
敷
論
」

巻
二
「
卦
嬰
」
の
條
の
要
貼
を
摘
録
し
て
お
く
（
括
弧
内
は
黄
氏
自
注
）
。

…
…
就
以
其
法
推
之
、
此
十
九
卦
中
、
朱
子
之
所
欅
者
、
亦
有
未
盛
。

訟
之
自
死
妄
（
初
二
相
換
）
、
自
巽
（
三
四
相
換
）
、
随
之
自
既
演

（
三
四
相
換
）
、
盛
之
自
未
演
（
三
四
相
換
）
、
…
…
復
得
二
十
九
卦
、

而
兼
之
者
不
典
焉
。
…
…

平
成
己
巳
一
月
八
日

脱
稿

(33) 


